
（申立人用）配偶者暴力等に関する保護命令手続の主な流れ

ＤＶセンターに相談又は
援助，保護を求める

相手方の審尋期日

申立て却下

命令が発せられると，裁判所から申立人の住所又は居所を
管轄する県警察本部長にその旨の通知がされます。

暴力の発生

警察署に相談又は
援助，保護を求める

警察本部への通知

申立てに対する決定

保護命令発令

裁判官が相手方から申立書に記載された事
実や証拠等に対する意見を聞きます。

※ 申立人が事前にＤＶセンターに相談等をしている場合にはＤＶセンターにも通知されます。

申立書の受付

裁判官による
申立人との面接

相手方の呼出し及び
申立書写し等の送付

申立書に記載された事実や提出された証拠書
類等について，裁判官が申立人本人から直接，
話を聞きます。

申立書に必要な書類や費用（印紙，切手）を添
付して管轄裁判所に提出。


